
公式ディレクトリ 提出前の確認表

『WordPressプラグイン開発の教科書 3』付録A。提出の前に、上から順に確かめてください。

名前とライセンス

コード

readme.txt と翻訳

提出と審査

ガイドラインの原文（Detailed Plugin Guidelines）も必ず一度通して読んでください。　Edel Hearts / 矢部 敦

名前の先頭に、自分の屋号や造語がある

他社の商標を使うなら、「for」「with」のあと

に置いている

一般的な語を足しただけの名前になっていない

公式ディレクトリに、同じ名前・似た名前のプ

ラグインが無い

ライセンスがGPL互換で、同梱物も同じ条件を

満たす

公開する権限があり、持ち主を表すアカウント

で出す

設定や個人の情報がコードに直接書かれていな

い

関数、定数、オプション、フックに4文字以上

の固有の接頭辞がある

2巻の第8章のチェックリストを回した

機能を人工的に制限していない

利用者の同意なしに情報を外部へ送らない

外部から実行するコードを取りに行かない

Plugin Checkのエラーと警告が0件

Contributors がWordPress.orgのユーザー名

になっている

ヘッダーとreadme.txtに書いたURLが、すべ

て開ける

名前、Requires、版の番号が、ヘッダーと

readme.txtでそろっている

Description の機能が、すべてコードにある

外部サービスを使うなら、そのことと規約への

リンクを書いた

readme validator にかけた

画面の文字が翻訳関数で包まれ、テキストドメ

インがスラッグと同じ

補足の欄に、用途・違い・データの持ち方・検

査の結果を書いた

plugins@wordpress.org を連絡先に入れた

審査のメールに、その日のうちに返せる時間を

空けてある


